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中
国
政
府
は
二
〇
一
六
年
か
ら
新
疆
各
地
に
「
職
業
技
能
教
育
セ

ン
タ
ー
」
を
騙
っ
た
大
規
模
な
強
制
収
容
所
を
建
設
し
、
そ
の
年
の

夏
頃
か
ら
ウ
イ
グ
ル
人
ら
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
を
長
期
拘
束
し
始

め
た
。
モ
ス
ク
や
ム
ス
リ
ム
墓
地
、
ウ
イ
グ
ル
人
居
住
地
は
徹
底
破

壊
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
は
土
葬
が
慣
例
で
あ
る
の
に
大
規
模
収
容
施
設

の
近
く
に
火
葬
場
を
建
設
す
る
な
ど
、
人
権
ど
こ
ろ
か
生
存
権
さ
え

脅
か
す
行
為
を
成
し
て
い
る
こ
と
に
欧
米
や
日
本
か
ら
非
難
の
声
が

上
が
り
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
弾
圧
へ
の
批

難
決
議
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の

人
権
抑
圧
は
こ
こ
数
年
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ソ
連
邦
崩
壊

あ
た
り
か
ら
、
徐
々
に
悪
化
の
道
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

〇
五
年
頃
か
ら
私
は
、
世
界
各
地
に
散
ら
ば
る
ウ
イ
グ
ル
人
亡
命

者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
始
め
、
そ
の
調
査
記
録
を
根
拠
に
、
中
国

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
以
下
、
新
疆
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
言
及
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
私
が
、
い
わ
ゆ

る
「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
こ
こ
に
記
し
、
読
者

の
現
状
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。

北
京
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

　

一
九
八
九
年
天
安
門
事
件
の
後
、
鄧
小
平
に
登
用
さ
れ
た
江
沢
民

が
国
家
主
席
と
な
っ
た
中
国
で
は
、
党
主
導
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
発
揚
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
九
七
年
に
は
中
国
全
土
で
愛
国
主
義

明
治
大
学
准
教
授

水
谷
尚
子

一
九
九
〇
年
代
に
留
学
生
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
文
化
に
触
れ
、

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
研
究
者
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
人
と
交
流
を
重
ね
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
と
交
錯
し
な
が
ら
、「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」
に

関
わ
り
続
け
て
き
た
筆
者
が
、
そ
の
道
程
を
振
り
返
る
。

み
ず
た
に　

な
お
こ　

日
本
女
子
大
学
大

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
専

門
は
現
代
中
国
史
・
近
現
代
日
中
関
係
史
。

一
九
九
〇
～
九
三
年
復
旦
大
学
、
九
八
～

二
〇
〇
〇
中
国
人
民
大
学
へ
留
学
。
著
書
に

『
中
国
を
追
わ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
』『「
反
日
」

以
前
中
国
対
日
工
作
者
た
ち
の
回
想
』な
ど
。 

「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」と
関
わ
り
続
け
て
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教
育
基
地
が
建
設
さ
れ
る
。「
反
日
愛
国
行
動
」
が
社
会
不
満
へ
の
、

一
種
の
ガ
ス
抜
き
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
九
八
年
か
ら
私
は
中
国

人
民
大
学
へ
留
学
し
た
が
、
何
か
に
つ
け
ふ
っ
か
け
ら
れ
る
「
歴
史

論
争
」
に
疲
弊
し
、
北
京
の
異
界
―
―
ウ
イ
グ
ル
人
居
住
区
で
あ
る

魏
公
村
や
甘
家
口
に
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
、
足
繁
く
通
っ
て
い

た
。
八
〇
～
九
〇
年
代
の
北
京
で
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ケ
リ
ム
・
ア
バ
ゾ

フ
の
伝
記
『
天
山
雄
鷹
』
や
ボ
ル
ハ
ン
の
回
想
録
『
新
疆
五
十
年
』、

華
夏
出
版
社
か
ら
サ
イ
フ
デ
ィ
ン
・
エ
ジ
ズ
の
『
サ
イ
フ
デ
ィ
ン
回

憶
録
』
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の

要
人
に
関
す
る
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
ほ
ど
の
学
問
的
自
由
は
あ
っ

た
。

　

九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
北
京
で
は
、
ウ
イ
グ

ル
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
ウ
イ
グ
ル
人
バ
ン
ド
に
よ
る
音

楽
ラ
イ
ブ
が
夜
な
夜
な
催
さ
れ
、
漢
人
の
若
者
た
ち
が
ウ
イ
グ
ル
人

ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
ー
の
ラ
イ
ブ
に
熱
狂
す
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
ウ
イ

グ
ル
人
は
閉
店
後
、
戸
締
ま
り
を
し
て
か
ら
身
内
だ
け
の
ジ
ャ
ム

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
け
方
ま
で
続
け
る
。
中
国
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
歌
謡
を

ウ
イ
グ
ル
風
に
変
え
て
揶
揄
す
る
な
ど
政
治
主
張
の
強
い
音
楽
を
即

興
演
奏
す
る
姿
は
、
ま
る
で
ソ
連
時
代
の
ヴ
ィ
ソ
ツ
キ
ー
や
ブ
ラ
ッ

ト
・
ア
ク
ジ
ャ
ワ
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

九
〇
年
代
北
京
の
自
由
さ
の
裏
で
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
は

武
力
破
壊
を
伴
う
反
政
府
運
動
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
た
。
ソ
連
崩

壊
に
よ
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
で
は
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
を
主
体
と
す
る

国
々
が
建
国
し
た
よ
う
に
、
新
疆
の
地
も
独
立
し
得
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
た
反
政
府
勢
力
は
、
独
立
直
後
で
混
沌
と
す
る
中
央
ア

ジ
ア
に
赴
き
、
現
地
の
ウ
イ
グ
ル
商
人
の
経
済
援
助
を
得
て
山
岳
地

帯
で
軍
事
教
練
を
行
い
、
新
疆
に
戻
っ
て
ゲ
リ
ラ
活
動
を
し
た
。
し

か
し
、こ
う
し
た
動
き
は
当
時
の
新
疆
党
書
記
王
楽
泉
の
「
厳
打
（
厳

し
く
敵
を
打
倒
す
る
運
動
）」
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
弾
圧
さ
れ
た
。

　

中
国
中
央
電
視
台
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
「
テ
ロ
行
為
画
策
」
を
非
難

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
放
送
し
た
が
、
そ
の
中
に
登
場
す

る
「
反
革
命
分
子
か
ら
押
収
し
た
」
と
さ
れ
る
武
器
の
山
は
、
ま
る

で
日
中
戦
争
期
に
八
路
軍
が
使
用
し
た
手
榴
弾
や
地
雷
の
よ
う
な
稚

拙
な
も
の
で
、
抵
抗
が
蟷
螂
の
斧
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

　

九
〇
年
代
末
の
北
京
で
は
、
ウ
イ
グ
ル
料
理
屋
の
閉
店
後
、
ヒ
ソ

ヒ
ソ
話
を
続
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

九
七
年
二
月
イ
リ
で
起
き
た
大
規
模
な
反
政
府
デ
モ
へ
の
凄
惨
な
弾

圧
を
、
九
九
年
八
月
に
拘
束
さ
れ
た
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
に
つ
い

て
、
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
は
声
を
潜
め
て
語
っ
た
。
同
年
の
建
国
五
〇

周
年
記
念
式
典
の
新
疆
歌
舞
団
に
よ
る
催
し
で
、
上
演
予
定
だ
っ
た

ウ
イ
グ
ル
人
男
性
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
「
灰
狼
の
群
舞
」
が
取
り
や
め

に
な
っ
た
と
の
噂
も
聞
い
た
。
灰
狼
は
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
象
徴
で
あ
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る
。
北
京
の
ウ
イ
グ
ル
人
街
、
魏
公
村
と
甘
家
口
は
、
二
〇
〇
一
年

に
治
安
維
持
な
ど
の
名
目
で
「
再
開
発
」
さ
れ
、
ウ
イ
グ
ル
村
は
住

人
ご
と
消
滅
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
中
国
政
府
は
「
西
部
大
開
発
」
の
号
令
を
か
け
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
西
気
東
輸
（
新
疆
の
天
然
ガ
ス
を
沿
海
部
に
運
ぶ
）」

が
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
た
。「
大
開
発
」
の
大
義
名
分
の
下
、
新
疆
で

も
ウ
イ
グ
ル
人
集
落
が
各
地
で
破
壊
さ
れ
た
。留
学
生
活
最
後
の
頃
、

私
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
友
人
た
ち
を
新
疆
各
地
に
訪
ね
た
が
、
住
み
慣

れ
た
地
を
奪
わ
れ
て
郊
外
移
住
を
強
要
さ
れ
た
友
人
は
、「
こ
ん
な

政
策
を
遂
行
し
て
い
た
ら
、
誰
で
も
反
政
府
的
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。
江
沢
民
政
権
末
期
に
提
唱
さ
れ
た「
西
部
大
開
発
」

は
、
政
治
指
導
者
が
胡
錦
濤
に
変
わ
っ
て
も
継
続
遂
行
さ
れ
た
。

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

北
京
留
学
か
ら
帰
国
後
、
私
は
大
学
講
師
と
し
て
働
き
始
め
、
北

京
の
底
辺
に
生
き
る
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
か
ら
物
理
的
に
遠
の
い
て
い

た
。
こ
の
問
題
に
私
が
再
び
強
い
関
心
を
寄
せ
る
一
因
に
な
っ
た
の

は
、
二
〇
〇
三
年
一
月
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
ユ
ー

ラ
シ
ア
・
21
世
紀
の
潮
流
』
だ
っ
た
。
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
秦

正
純
氏
ら
取
材
ク
ル
ー
は
、
放
送
三
ヵ
月
前
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
ラ

コ
ル
ム
ハ
イ
ウ
ェ
ー
を
移
動
中
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
近
い
山
中
で
車
ご

と
谷
底
に
転
落
し
、
死
亡
し
た
。『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
を
制
作
し
た

と
き
、
そ
の
主
体
民
族
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル
人
に
つ
い
て
正
面
か
ら
記

録
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
気
に
し
て
い
た
秦
氏
だ
っ
た
が
、『
ユ
ー

ラ
シ
ア
』
で
は
、
ト
ル
コ
の
ウ
イ
グ
ル
人
亡
命
者
集
落
に
流
浪
の
末

に
定
住
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
が
、
三
〇
年
経
っ
て
も
ト
ル
コ
人
が

食
さ
な
い
香
草
を
栽
培
し
、
箸
で
ラ
グ
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
姿
を
捉

え
て
お
り
、
私
は
釘
付
け
に
な
っ
た
。

　

〇
五
年
春
、
北
京
留
学
時
に
知
り
合
っ
て
い
た
産
経
新
聞
元
ワ
シ

ン
ト
ン
支
局
長
の
古
森
義
久
氏
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
ば
か

り
の
元
政
治
囚
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
、
私
は
す
ぐ
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
へ
飛
ん
だ
。
鄧
小
平
の
改

革
開
放
期
、
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
は
ソ
連
貿
易
が
当
た
っ
て
大
富

豪
と
な
り
、
新
疆
で
の
成
功
者
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ソ
連
崩
壊
後
、

中
国
共
産
党
は
中
国
が
ソ
連
の
よ
う
に
な
る
の
を
恐
れ
、
旧
ソ
連
と

国
境
を
接
し
た
新
疆
政
治
に
強
く
警
戒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
党
中

央
に
新
疆
政
策
の
変
革
と
自
由
化
を
迫
っ
た
富
豪
ラ
ビ
ア
も
、「
国

家
分
裂
主
義
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
投
獄
さ
れ
、
財
産
を
没
収

さ
れ
た
。
当
時
、
日
本
で
ウ
イ
グ
ル
問
題
は
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、

発
表
す
る
媒
体
探
し
は
た
い
へ
ん
難
航
し
た
が
、
よ
う
や
く
『
諸

君
！
』
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

彼
女
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
発
表
し
て
間
も
な
く
、ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
の
中
国
部
門
に
よ
る
初
来
日
が
企
画
さ

れ
、
〇
七
年
秋
に
実
現
し
た
。

　

そ
の
際
、
紹
介
を
得
て
安
倍
元
首
相
の
私
邸
に
、
ラ
ビ
ア
、
夫
の

シ
デ
ィ
ッ
ク
と
私
が
招
か
れ
た
。
安
倍
晋
三
氏
は
第
一
次
安
倍
内
閣

の
総
理
大
臣
職
を
病
気
治
療
の
た
め
辞
任
し
、
療
養
を
終
え
て
退
院

し
た
ば
か
り
で
、
療
養
後
最
初
に
会
っ
た
外
国
人
が
ラ
ビ
ア
・
カ
ー

デ
ィ
ル
だ
と
聞
い
た
。
時
間
を
か
け
て
ウ
イ
グ
ル
人
の
状
況
を
聞
い

て
く
れ
た
安
倍
氏
は
、「
ウ
イ
グ
ル
問
題
と
日
本
と
の
接
点
は
な
い

か
」
と
訊
ね
た
。
私
は
ウ
イ
グ
ル
人
政
治
犯
ト
フ
テ
ィ
・
テ
ュ
ニ
ア

ズ
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ト
フ
テ
ィ
は
東
京
大
学
博
士
課
程
在
学
中

の
九
六
年
、新
疆
の
公
文
書
館
で
調
査
す
る
た
め
一
時
帰
国
し
た
際
、

国
家
分
裂
煽
動
罪
な
ど
で
懲
役
一
一
年
の
刑
を
受
け
て
投
獄
さ
れ
、

当
時
は
ウ
ル
ム
チ
の
監
獄
に
い
た
。「
〇
九
年
に
は
刑
期
が
明
け
る

が
、
家
族
が
暮
ら
す
日
本
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
か
心
配
だ
」
と
伝
え

た
と
こ
ろ
、
安
倍
氏
は
〇
八
年
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
が
来
日
し
た
際

の
朝
食
会
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
言
及
し
て
く
れ
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
私
は
、
日
本
で
他
国
や
他
民
族
の
人
権
問
題
を
論
ず

る
難
し
さ
に
苦
悩
し
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
問
的
興
味
関
心
を

越
え
て
ウ
イ
グ
ル
人
の
人
権
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
な
ら
ば
、
自
分

自
身
の
思
想
信
条
と
は
異
な
る
考
え
の
政
治
家
や
官
庁
と
も
つ
な
が

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
欧
米
で
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
日

本
社
会
で
は
そ
う
で
な
く
、あ
る
集
団
や
協
力
者
に
有
利
か
不
利
か
、

敵
か
味
方
か
、
白
か
赤
か
を
常
に
問
わ
れ
た
。
人
権
活
動
は
、
学
術

研
究
と
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
も
異
な
り
「
全
方
位
外
交
」
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
秘
匿
事
項
も
多
い
。
そ
の
結
果
、
私
は
常
に

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
続
け
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
拳
を

振
り
下
ろ
す
先
の
な
い
憤
り
が
私
の
中
に
あ
る
。

世
界
各
地
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
取
材

　

〇
六
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
、
私
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ

ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ト
ル
コ
、
ア

ル
バ
ニ
ア
、
パ
ラ
オ
、
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
を
訪
問
し
、
亡
命
ウ
イ
グ

ル
人
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
対
象
者
は
一
九
九
〇
年
代
に
新

疆
で
反
政
府
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
で
、
武
装
蜂
起
派
も
民
主
化
要

求
派
も
、
い
ず
れ
も
獄
中
で
は
壮
絶
な
拷
問
や
、
密
告
強
要
な
ど
の

肉
体
的
精
神
的
弾
圧
に
遭
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

の
一
部
を
『
中
国
を
追
わ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
』（
文
春
新
書
）
に
ま

と
め
た
が
、
し
ば
ら
く
後
に
、
こ
の
本
の
海
賊
版
Ｃ
Ｄ
が
新
疆
で
出

回
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
開
く
と
最
初
は
新
疆
の
風
景

映
像
が
出
て
く
る
が
、
拡
張
子
を
変
え
る
と
拙
著
の
ウ
イ
グ
ル
語
翻

訳
版
が
読
め
る
仕
様
に
な
っ
て
い
た
。
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）




